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図１２学力の向上に関する悩み（複数回答可）［1００ ／／／／5０ |Ｉビ〃／／0 型
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「学力の向上に関して何か悩みはありますか.悩みがある方の
みお答えください．（複数回答可)」の問いに対する回答結果を
図１２に示す．学力の向上に関しての悩みで多かったものは「子
どもたちの学力差が大きすぎてうまくいかない」という意見だ
った．順に「家庭教育を充実してほしい｣，「授業時数が足りて
ない｣，「忙しすぎて手が回らない」となった．「その他」の意見
としては，「標準の授業時間数は足りているが，内容をきちんと
理解させるための時間がたりない｣，「もっとのんびりと育てる
こと，大学入試が悪い｣，「評価基準に照らし合わせて，個々の
定着度を見届けるが時間がかかる．先生方は大変忙しい｣，「学
力に対する学校現場の認識が一致しておらずバラバラである｣，
「子どもの思いと鎌iljの思いが一致しない.」等の意見があった．
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5．考察
小･中学校における児童生徒の読解力は多くの学校で低下して
いると感じられている．読解力の低下は授業中に感じられるこ
とが多いしたがって，学校現場の実態として，表現，コミュ
ニケーション，書くことなどの活動ができず，知識や技能の確
実な定着を図ろ上で支障が生じている．読解力が低下すること
で「自分の意見．考えを伝えることができなくなる」といった
懸念もされ，表現力と理解力の低下が深刻な問題として認識さ
れている．また，読解力は全ての教科．時間で向上させるため
の努力が必要だという意見が多くあり，読解力は全ての教科に
おいて必須の基礎的能力であると認識されている.読解力の向上
のためには「文章を理解し，自分の意見．考えを表現できる力」
が必要である．
数学的能力と科学的能力はPISAの調査では日本は上位にある
ものの，両官肋をさらに向上させる必要があるという意見が多
く，文章問題による算数・数学の問題を理解し，解答するとい
う力，すなわちPISA型読解力の育成が望まれている．
数学的';肋に関しては文章問題を重視すべきとの意見が多い．
科学的能力では物理・化学・生物・地学のどの分野においても
リテラシー向上が求められている．
無回答を下げるための取組としては，「自分の意見を書けるよ
うに・言えるようにする必要性がある」という意見が多く，プ
レゼンテーション能力やコミュニケーション能力のような能力
育成よりも，まず自分の意志を何らかの方法で表現できる基盤
形成が重要である．教師の学力向上の悩みとしては「子どもた
ちの学力差が大きすぎてうまくいかない」という意見が多くあ
り，個に応じた学習を考慮した授業の展開の必要性があるもの
と考えられる．
京書籍平成20年７月，ｐ16.
6．おわりに
全国の小・中学校に対してPISA型学力に関するアンケート調
査を行い，集計・検討を行った．児童生徒に読解力低下がある
と感じられ，特に授業中に読解力低下が感じられるようで，学
力向上が必要とされている.読解力,数学的能力,科学的能力，
のいずれも向上させることは必要だという意見が大多数で，特
に読解力の向上が必要だという意見が多い．読解力を向上させ
るのは全教科・時間での取組が必要である．以上のことから，
現場の教師はPISA読解力の向上を求めている．
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